
学習意欲 の向上
─学びの志向を捉えて教育活動　をデザインする

「勉強しようという気持ちがわかない」の肯定率（高校生）図２

注）数値は、「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。
※東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所「子どもの生活と学びに関する親子調査 2023 年」を基に編集部で作成。 

68

66

64

62

60

58

56

54

52

50

0

（％）

2019 2020 2021 2022 2023（年度）

55.4
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64.9
65.9 学習意欲が

わかない
という高校生が
年々増加

教師が考える「学び続ける人材」を育成するために必要なこと図１

※『VIEW next』高校版読者モニターへのアンケート結果（アンケートは、2023 年 10 月にウェブとファクスで実施）を基に編集部
で作成。 

「学び続ける人材」を
育成するために
必要なことは何だと
思いますか？

生徒個人への意識づけだけでなく、
生徒同士を含めた学習環境づくり

生徒の好奇心を
育てるような指導

実社会と
触れ合う機会を
設定すること

効果的な学びの内容や経験を、
目の前の生徒に合わせて設定すること

「学ぶことは楽しいこと」
につながる、

生徒が自身の学びを
アウトプットする場

 高校版  2024 February 2

0-01-J-23303-001 2023 年度 VIEW next 高校版 2 月号 2 頁 ＣＭ
ＹＫ

再
念
校

02/05
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P02-03_view-next-koukou-2g.indd   2P02-03_view-next-koukou-2g.indd   2 2024/02/05   10:122024/02/05   10:12



学習意欲 の向上
─学びの志向を捉えて教育活動　をデザインする

特集

  P. 4	 事例1 　宮城県岩ヶ崎高校
	 	地域と協働した探究学習で、広い視野と挑戦する姿勢を育む　
 P. 8	 事例2 　茨城県立並木中等教育学校
	 	学年を超えて切磋琢磨する環境で、能動的に学ぶ生徒を育てる　
 P. 12	 事例3 　徳島県立小

こ

松
まつ

島
しま

高校
	 	こまめな生徒把握で学習イベントを修正。
	 	生徒が自ら選ぶ学びで意欲を向上　
P. 16		 事例を通して考える

	 	６つの志向を踏まえて、学びの動機づけをいかに図るか
	 	 東京大学名誉教授、東京都・私立帝京大学中学校・高校　校長　市川伸一

　今年度の本誌６月号の創刊400号記念特集において、これからの学校教育の課題の１つとして取り上げ
た「学び続ける人材の育成」は、国の「第４期教育振興基本計画」の中でも、今後の教育政策に関する基
本的な方針の１つに掲げられています。そして第４期計画では、「初等中等教育や高等教育において、学習
内容を人生や社会の在り方と結び付けて深く理解することや、興味・関心を喚起する学びを提供すること
などにより、学びを習慣化し、生涯にわたって能動的に学び続けるための態度を涵養することが重要である」
と述べられています。
　実際、現場の先生方も、学び続ける人材を育成するために、生徒に学びを提供するにあたり、様々な工
夫をされていらっしゃいます（図１）。一方で、高校生の学びに向かう意欲は年々低下しています（図２）。
その要因は様々なものが考えられますが、今号の特集は「学びの志向」の面から、どうすれば生徒の学習
意欲を向上させることができるのか、考えてまいります。まずは、生徒を学びに向かわせる教育活動をデ
ザインし、実践している３校の事例から見ていきます。

　 	編集部　統括責任者　柏木　崇
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地域と協働した探究学習で、
広い視野と挑戦する姿勢を育む

希望進路は地元志向でも、地域や社会に対する関心が低い生徒が少なくなかった宮城県岩ヶ崎高校。
そこで2023年度、生徒の目が地域や社会に向くよう、地域と協働した探究学習や課外活動を導入した。

生徒の意欲を喚起するべく、身の回りの課題からスタートし、行動範囲を徐々に広げるカリキュラムとしている。

設
立
　
１
９
５
１
（
昭
和
26
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
30
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
室
蘭

工
業
大
、
岩
手
大
、
福
島
大
、
釧
路
公
立
大
、
名
寄
市
立

大
、
青
森
県
立
保
健
大
、
青
森
公
立
大
、
宮
城
大
、
秋
田

県
立
大
、
高
崎
経
済
大
に
16
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
東

北
学
院
大
、
東
北
福
祉
大
、
北
里
大
、
専
修
大
、
日
本
大
、

文
教
大
な
ど
に
延
べ
79
人
が
合
格
。

学
校
概
要

宮城県岩ヶ崎高校事例 1

地域との協働を中心とした様々な「岩高探究プログラム」で視野を広げながら、「総合的な探究の時間」において
半径５ｍ、半径50㎞、半径∞の「アクションプラン」に挑戦し、それらの経験を進路選択につなげている。

半径∞半径∞の
アクションプラン

個人探究
２年次夏頃まで

自らの興味・関心に基づいた個人探究
３年次夏頃まで

•国際講話
•Iwagasaki English Camp
•放課後英会話サロン
•国際交流
•NIE活動

•校内防災キャンプ
•ポートフォリオ（自己理解）
•NIE活動

半径５ｍから半径５ｍからの
アクションプラン

身近な困り事（グループ活動）
１年次８月頃まで

半径50㎞半径50㎞の
アクションプラン

地域探究（グループ活動）
１年次２月頃まで

•Iwagasaki Jimoto大学
•Iwagasaki Jimoto Quest
•岩高探究ツアー
•地域コーディネーター講話
•NIE活動

生徒に自信を育む「岩高探究プロジェクト」

進
路
指
導
部
総
合
探
究
主
任
、

２
学
年
主
任

大
沼
宏
多 

お
お
ぬ
ま
・
こ
う
た

同
校
に
赴
任
し
て
3
年
目
。
英
語

科
。

進
路
指
導
部
部
長

濟
渡
香
純 

さ
い
と
・
か
す
み

同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。
数

学
。

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

三
浦
大
樹 

み
う
ら
・
だ
い
き

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
地
元

商
店
街
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
。

進
路
指
導
部
副
部
長

千
葉
朋
彦 

ち
ば
・
と
も
ひ
こ

同
校
に
赴
任
し
て
4
年
目
。
3
学

年
担
任
。
英
語
科
。

進
路
指
導
部
１
学
年
探
究
担
当

髙
橋
翔
平 

た
か
は
し
・
し
ょ
う
へ
い

同
校
に
赴
任
し
て
5
年
目
。
１
学

年
担
任
。
国
語
科
。

アクションプランは行動重視。小さな失敗を重ねて、挑戦する姿勢を育む

※学校資料と学校への取材を基に編集部で作成。

岩
高
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

（
総
合
的
な
探
究
の
時
間
）

実践の全体像
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宮
城
県
岩
ヶ
崎
高
校
は
２
０
２
３
年
度
、

宮
城
県
「
地
域
進
学
重
点
校
改
革
推
進
事
業
」

の
指
定
を
受
け
て
、
地
域
と
協
働
し
た
「
岩

高
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
進
路
指
導
部
部
長
の
濟さ

い

渡と

香か

純す
み

先
生
は
、

そ
の
背
景
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
の
生
徒
は
、
希
望
進
路
は
地
元
志

向
で
す
が
、
入
学
時
は
地
域
や
社
会
へ
の
関

心
が
低
く
、
学
校
の
近
く
に
全
国
か
ら
移
住

者
が
集
ま
る
六
日
町
通
り
商
店
街
が
あ
る
こ

と
も
知
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
生
徒
が
地
域

や
社
会
に
関
心
を
持
て
る
よ
う
、
地
域
の
よ

さ
を
生
か
し
た
活
動
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
地
元
志
向
の
生
徒
が
地
域
の
状
況
を
知

る
こ
と
で
、
将
来
像
を
具
体
的
に
描
け
る
よ

う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
期
待
も

あ
り
ま
し
た
」

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」（
以
下
、
総
合
探
究
）
で
行
う
「
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
と
、
様
々
な
正
課
・
正

課
外
活
動
を
行
う
「
岩
高
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
２
本
柱
か
ら
成
る（
Ｐ
．４
図
）。
い
ず
れ
も
、

自
分
の
身
の
回
り
か
ら
地
域
、
日
本
、
そ
し

て
世
界
へ
と
、
生
徒
が
視
野
や
行
動
の
範
囲

を
広
げ
な
が
ら
活
動
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　「
生
徒
は
失
敗
を
恐
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た

た
め
、
取
り
組
み
や
す
い
身
の
回
り
の
課
題

か
ら
始
め
る
こ
と
で
、挑
戦
す
る
意
欲
や
行

動
力
を
育
も
う
と
考
え
ま
し
た
」（
濟
渡
先
生
）　

　「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
は
、
１
年
次
１

学
期
の「
半
径
５
ｍ
か
ら
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」か
ら
始
ま
る
（
図
１
）。
生
徒
は
学
校

内
や
自
分
の
関
心
か
ら
課
題
を
見
い
だ
し
、

個
人
か
グ
ル
ー
プ
で
探
究
す
る
。
23
年
度
は
、

「
校
内
の
売
店
の
誘
致
」「
不
要
物
の
活
用
法
」

な
ど
の
課
題
が
設
定
さ
れ
た
。１
学
年
探
究

担
当
の
髙
橋
翔
平
先
生
は
、こ
う
語
る
。

　「『
ア
ク
シ
ョ
ン
』
を
通
じ
て
、
生
徒
に
何

か
を
立
ち
上
げ
て
行
動
す
る
経
験
を
し
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
チ
ョ
ー
ク
の
再
生

に
挑
戦
し
た
チ
ー
ム
に
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を

紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
自
分
た
ち
の
経
験
を
生

か
し
、
再
生
チ
ョ
ー
ク
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
設
け
ま
し
た
」

　
そ
の
よ
う
に
し
て
生
徒
の
意
識
を
地
域
や

社
会
に
向
け
さ
せ
て
い
き
、
１
年
次
10
月
か

ら
は「
半
径
50
㎞
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」に
、

２
年
次
か
ら
は
「
半
径
∞
」と
し
て
各
自
の

関
心
に
基
づ
く
個
人
探
究
に
取
り
組
む
。

　
23
年
８
月
に
は
、
六
日
町
通
り
商
店
街
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
務
め
る
三
浦
大
樹
さ

▲「チョークの粉や短くなったチョークを活
用できないか」という課題意識を持った生徒
が、チョークの再生に挑戦。成功した生徒は、
栗原市の「秋の花山フェスティバル」で、小・
中学生に作り方を教える講座を設けた。

１年次 ２年次 ３年次

地域探究
（社会の課題＋行動する力）

自らの関心分野の探究（社会の課題＋学問分野）

育
て
た
い
力

•課題に対して前向きに向き
合う姿勢の育成
•自分が持っているリソース
にとらわれない思考
•失敗を前提に行動し、失敗
から学ぶ

•社会の課題に関心を持ち、その
解決に向けて他者と協働しな
がら考え抜き、行動する力
•将来の目標を明確に設定し、目
標達成に向けて粘り強く取り
組む姿勢

•社会の課題を主体的に捉え、そ
の解決に向けて多角的な視野
で考え、行動し続ける姿勢
•多様な情報を的確に把握し、他
者との議論を通して自らの考
えを深め、的確に表現する力

４月 探究③　個人探究Ⅰ 探究④　個人探究Ⅱ続き

５月 探究①　アクションプラン （アクションを含む）

６月 こうだったらいいな（Do） 半径∞の世界 まとめ　探究論文の作成

７月 半径５ｍから始まる世界

８月 オープンキャンパスで研究室訪問

９月 ポスターセッション 探究論文の提出

10月 探究②　アクションプラン② 探究④　個人探究Ⅱ

11月 地域実践（グループ） （アクションを含む）

12月 半径50㎞で考える世界

１月
地域で実現させたいものを
企画

２月 実践する（Do）

３月 ポスターセッション ポスターセッション（中間発表）

※学校資料を基に編集部で作成。

▶牡蠣の養殖に使うポリエチレン製のまめ管が海に浮遊してい
ると知った生徒が、牡蠣の殻をまめ管に活用することを提案。
2023年度「高校生みんなの夢AWARD」で地球環境賞を受賞した。
生徒は研究を深めようと、九州の公立大学への進学を決めた。

「半径５ｍからのアクションプラン」
再生チョークプロジェクト

「半径∞のアクションプラン」
ゴミを減らす循環型漁業を提案

学習意欲の向上
─学びの志向を捉えて教育活動をデザインする 

特集

「総合的な探究の時間」で行う「アクションプラン」　の３年間の計画と、生徒のアクション（例）図１

地
元
志
向
で
も
、

地
域
へ
の
関
心
が
低
い
生
徒
た
ち

取
り
組
み
の
背
景
・
全
体
像

視
野
も
関
心
も
挑
戦
も
、

徐
々
に
広
げ
て
い
く

意
欲
を
喚
起
す
る
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

 高校版  2024 February5

0-01-J-23303-001 2023 年度 VIEW next 高校版 2 月号 4 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

02/01
井上 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−0-01-J-23303-001 2023 年度 VIEW next 高校版 2 月号 5 頁 ＣＭ

ＹＫ
念
校

02/01
井上 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P04-07_view-next-koukou-2g.indd   5P04-07_view-next-koukou-2g.indd   5 2024/02/01   10:362024/02/01   10:36



ん
を
「
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
し
て

配
置
。
週
２
日
、
進
路
指
導
室
に
在
室
し
、

生
徒
の
探
究
学
習
の
相
談
に
乗
っ
て
い
る
。

２
年
次
の
総
合
探
究
の
授
業
に
参
加
し
、
生

徒
の
探
究
テ
ー
マ
の
設
定
も
支
援
し
た
。

　「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
す
る
中

で
、
学
校
と
地
域
の
接
点
の
少
な
さ
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。
学
校
と
地
域
の
間
に
立
ち
、

学
校
の
希
望
を
地
域
に
、
地
域
の
資
源
や
課

題
を
生
徒
に
伝
え
る
こ
と
で
、
生
徒
の
学
び

を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
三

浦
さ
ん
）

　「
岩
高
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
生
徒
の

関
心
や
視
野
を
広
げ
る
た
め
の
種
ま
き
と
な

る
よ
う
、
地
域
と
協
働
で
多
様
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
（
図
２
）。
例
え
ば
、「Iw

agasaki 
Jim

oto

大
学
」
は
年
２
回
行
う
社
会
人
講

話
で
、
地
域
で
働
く
大
人
が
個
人
・
法
人
と

し
て
挑
戦
し
て
い
る
こ
と
を
語
る
。

　「
大
人
た
ち
は
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
た

だ
こ
な
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

問
題
意
識
や
目
標
を
持
ち
、
そ
の
解
決
や
達

成
に
向
け
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
を
知
る
の
と
同
時
に
、
実
際

に
挑
戦
し
て
い
る
大
人
の
話
を
聞
く
こ
と

で
、
問
題
解
決
や
目
標
達
成
の
た
め
に
は
ど

の
よ
う
な
行
動
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
そ
の

ヒ
ン
ト
を
生
徒
が
つ
か
め
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
い
ま
す
」（
濟
渡
先
生
）

　
23
年
度
の
「
岩
高
探
究
ツ
ア
ー
」
で
は
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
気
仙
沼
市
や
、

学
校
が
位
置
す
る
栗
原
市
に
隣
接
す
る
岩
手

県
平
泉
町
の
世
界
遺
産
を
訪
れ
た
。
気
仙
沼

市
の
ツ
ア
ー
は
、
地
域
の
課
題
で
あ
る
防
災

や
減
災
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
、
震
災
遺
構
や

復
興
の
取
り
組
み
な
ど
を
見
学
し
、
地
元
の

中
高
生
の
語
り
部
か
ら
話
を
聞
い
た
。
生
徒

か
ら
は
、「
自
分
と
同
じ
高
校
生
や
年
下
の

中
学
生
が
震
災
の
経
験
を
語
り
継
い
で
い

て
、
自
分
も
見
習
い
た
い
と
思
っ
た
」
と
い

っ
た
声
が
上
が
る
な
ど
、
同
年
代
の
交
流
は

生
徒
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
て
い
る
。

　
生
徒
が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、大

半
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
参
加
自
由
だ
。た
だ
、で

き
る
だ
け
多
く
の
生
徒
に
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
た
め
、声
か
け
を
工
夫
し
て
い
る
と
、
進

路
指
導
部
副
部
長
の
千
葉
朋
彦
先
生
は
語
る
。

　「
参
加
者
を
募
る
際
に
は
、『
歴
史
好
き
募

集
』
な
ど
と
限
定
せ
ず
、
街
づ
く
り
・
観
光
・

環
境
・
教
育
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
多
く
挙

げ
て
生
徒
に
声
を
か
け
ま
す
。
自
分
に
関
係

が
あ
る
と
思
わ
せ
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
」

　
参
加
を
尻
込
み
す
る
生
徒
も
い
る
が
、「
大

丈
夫
、
行
っ
て
ご
ら
ん
」
と
教
師
が
さ
り
げ

な
く
背
中
を
押
す
。「
生
徒
の
挑
戦
を
応
援

▶地域コーディネーターの三浦さんが、地
域から寄せられた課題を進路指導室前に
掲示。有志の生徒が課題に取り組む。あ
る店は、店内の一角をどうしたら近隣住民
に利用してもらえるかを相談。生徒がPR
動画を作成し、SNSで配信したところ、ワー
クショップに利用したいと申し出があった。

▲美術部と有志の生徒が、小児がん
患者を支援するための募金活動とし
て、地元の夜市でレモネードを販売。
参加者には、２年次の個人探究で「小
児がんの治療薬の現状」「患者の栄
養支援や看護」をテーマにした生徒
もいる。

▲郡部に位置する同校では、生徒が
外国人と接する機会が少ない。そこ
で、英語漬けの日々を送る１泊２日の
キャンプを実施。生徒26人、同校の
ALT、地元の日本語学校に通うネパー
ル人留学生14人が参加。一緒に料
理をしたり、ゲームをしたりしながら、
英語で交流した。

※学校資料を基に編集部で作成。

地域と協働した「岩高探究プログラム」（例）図２

小児がん患者の支援 Iwagasaki English Camp

Iwagasaki Jimoto Quest

事業指定後、
地域との協働を強化。
生徒が地域をリアルに
感じる活動を拡大

「小児がん患者の現状を知ってほしい」
と、地元の夜市でレモネードを販売

地元の日本語学校に通う
ネパール人留学生と英語で交流

地域から寄せられた課題に
生徒が挑戦

見
せ
た
い
の
は

「
挑
戦
す
る
大
人
の
姿
」

意
欲
を
喚
起
す
る「
岩
高
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
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同校には、中学校と高校の学習にギャップを感じる生徒が少なくな
い。そこで、入学当初の各教科の授業は、家庭学習を中心に、高
校における学習方法を指導し、学習のペースをつかめるよう、支
援している。また、生徒一人ひとりの悩みや課題に対応するため、
毎日の学習記録を見て、「数学に偏っている」「こんなテキストがあ
る」などと、担任が生徒一人ひとりの学力や適性に応じたコメント
をしている。そして、個人面談では、生徒の意欲を喚起する声かけ
や学習方法のアドバイスなどを意識的に行っている。

１年次は、学習方法とペースの定着を重視

し
つ
つ
、
寄
り
添
い
、
支
え
る
距
離
感
を
心

が
け
て
い
ま
す
」
と
濟
渡
先
生
は
語
る
。

　
生
徒
が
自
分
の
成
長
を
実
感
す
る
機
会
と

な
る
よ
う
活
用
し
て
い
る
の
が
、「Classi

」

（
＊
）
の
ス
ト
ー
リ
ー
機
能
だ
（
図
３
）。
生

徒
は
、
年
度
当
初
に
自
分
の
年
間
目
標
を
設

定
。
探
究
学
習
や
課
外
活
動
、
部
活
動
な
ど
、

自
分
が
挑
戦
し
た
内
容
や
振
り
返
り
を
ス
ト

ー
リ
ー
機
能
に
随
時
入
力
す
る
。
そ
の
上
で
、

年
４
回
の
定
期
考
査
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
蓄

積
し
た
記
録
を
振
り
返
り
、
そ
こ
で
の
気

づ
き
を
踏
ま
え
て
目
標
を
見
直
す
（
図
４
）。

総
合
探
究
主
任
の
大
沼
宏こ

う

多た

先
生
は
、
ス
ト

ー
リ
ー
機
能
に
活
動
を
入
力
す
る
生
徒
が
年

度
当
初
よ
り
増
え
て
い
る
と
語
る
。

　「
そ
の
時
に
自
分
が
何
を
思
っ
た
の
か
、

ど
ん
な
試
行
錯
誤
を
し
た
の
か
、
過
去
の
自

分
と
比
較
で
き
、
自
分
の
成
長
を
実
感
で
き

る
か
ら
で
し
ょ
う
。
自
分
の
学
び
や
経
験
を

自
分
の
言
葉
で
記
録
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
芽
生
え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
ス
ト
ー
リ
ー
機
能
は
生
徒
が
入
力
し
た
く

な
る
書
式
だ
と
、
濟
渡
先
生
は
指
摘
す
る
。

　「
ス
ト
ー
リ
ー
機
能
は
ペ
ー
ジ
を
ま
た
が

ず
に
一
覧
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ひ
と
目
で

内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
資
格
取
得
な
ど
、
活
動
ご
と
に

入
力
欄
が
あ
る
の
で
、
空
欄
を
埋
め
た
い
と

い
う
欲
求
に
駆
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
動
機

で
活
動
し
た
と
し
て
も
、
活
動
す
る
中
で

得
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、『
こ
れ
が
で
き
た
。

次
は
あ
れ
を
し
よ
う
』
と
い
う
好
循
環
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
」

　
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
め
て
か
ら
、
意

欲
的
に
挑
戦
す
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
。
地

域
の
中
学
生
に
黒
板
ア
ー
ト
の
講
習
会
を
開

催
し
た
り
、小
児
が
ん
患
者
を
支
援
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、

探
究
学
習
で
の
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
た
新

た
な
活
動
に
取
り
組
む
生
徒
も
少
な
く
な
い
。

　
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、

「
社
会
の
課
題
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
」

の
肯
定
率
が
１
０
０
％
だ
っ
た
（
図
５
）。

模
擬
試
験
の
成
績
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
自

己
肯
定
感
の
高
ま
り
が
教
科
学
習
に
波
及
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　「
地
域
と
の
協
働
は
か
な
り
進
み
ま
し
た
。

今
後
は
ほ
か
の
地
域
や
海
外
の
高
校
生
と
の

交
流
を
増
や
し
、
新
た
な
刺
激
を
与
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
濟
渡
先
生
）

※図３〜５は、学校資料を基に編集部で作成。

生徒は、活動前に目標を、活動後に取り組んだ内容や考えたこと
を入力。目標と照らし合わせて振り返る。教師はその入力内容を
見て、コメントをしたり、声をかけたりする。また、その記録があ
ることで、調査書や指導要録が格段に書きやすくなったと言う。

学習意欲の向上
─学びの志向を捉えて教育活動をデザインする 

特集

＊　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

記録の蓄積のサイクル図４ 「Classi」ストーリー機能の入力例図３

生徒へのアンケート結果図５

年度当初
目標設定

第３回考査
振り返り

目標の再設定

第１回考査
振り返り

目標の再設定

学年末考査
振り返り

目標の再設定

第２回考査
振り返り

目標の再設定

各自の
タイミングで

活動記録を蓄積

各自の
タイミングで

活動記録を蓄積

各自の
タイミングで

活動記録を蓄積各自の
タイミングで

活動記録を蓄積

各自の
タイミングで

活動記録を蓄積

探究活動や部活動、有志活動等の探究的な学びにおいて、地
域での活動や地域の人 と々かかわる場面はありましたか

Q.

探究的な学び（授業・探究学習・探究ツアー・NIE・国際交流・
国際講話・部活動・有志活動等）を通じて、社会の課題に対
する関心は高まりましたか

Q.

いいえ 21.5%はい 78.5%

はい 100.0%

学習方法の指導は？

「教科・科目の学習」「探究学習」「特技」
「部活動」など、カテゴリーを選択して入力

ス
ト
ー
リ
ー
機
能
で
目
標
設
定
と

振
り
返
り
の
サ
イ
ク
ル
を
確
立

意
欲
を
喚
起
す
る「
振
り
返
り
の
仕
組
み
」

地
域
に
自
ら
出
て

活
動
す
る
生
徒
た
ち

取
り
組
み
の
成
果
・
展
望
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企
画
研
究
部
部
長

吉
村
大
介 

よ
し
む
ら
・
だ
い
す
け

同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
理
科

（
化
学
）。

学
習
進
路
部
部
長

細
井
ひ
ろ
み 

ほ
そ
い
・
ひ
ろ
み

同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
国

語
科
。

中
学
１
学
年
担
当

宮
本
脩
平 

み
や
も
と
・
し
ゅ
う
へ
い

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
英
語

科
。

学
習
進
路
部
副
部
長

石
井
透
雄 

い
し
い
・
ゆ
き
お

同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
地
理

歴
史
科
（
世
界
史
）。

教
務
副
主
任

石
本
由
布
子 

い
し
も
と
・
ゆ
う
こ

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
地
理

歴
史
・
公
民
科
（
日
本
史
・
公
共
）。

設
立
　
２
０
０
８
（
平
成
20
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
６
０
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
北
海

道
大
、
東
北
大
、
筑
波
大
、
千
葉
大
、
東
京
大
、
一
橋
大
、

名
古
屋
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
な
ど
に
78
人
が

合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科

大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
３
１
９
人
が
合
格
。

学
校
概
要

※学校資料を基に編集部で作成。

学年を超えて切磋琢磨する環境で、
能動的に学ぶ生徒を育てる

茨城県立並木中等教育学校は、「能動的な学びのできる人間力を備えたグローバルリーダー」を
目指す生徒像に掲げ、プロセスを大切にした探究学習に加え、異学年と合同の学習活動や

地域の資源を活用した課外活動など、工夫を凝らした様々な活動で、生徒の意欲や主体性を育んでいる。

茨城県立並木中等教育学校事例 2

学習の柱（６年間を通した体系的な学び）

体験・思考の柱（６年間を通した継続的な環境）

２本の柱が相互に影響を与え合い、成長を促す原石

入学生

日
本
や
世
界
を
牽
引
す
る
リ
ー
ダ
ー
へ

進路
実現

並木を巣立ち、グ
ローバルリーダー
となるためのさら
なる機会や経験を
得る

進路実現が可能な
カリキュラムを設定

課題探究を通して
問題解決力を育成する

ＳＳＨを主体として、
理数教育を充実させる

折れない心、失敗を乗り越え
試行錯誤できる力を育てる

人間力を育成できる
様々な体験の場をつくる

大学や研究所との
連携

生徒が能動的な学び
ができる授業の工夫

深い学びへ誘う
授業の工夫 適切な授業進度

基礎・基本の
徹底

文理にとらわれない
リベラルアーツ教育

授業やテスト、家庭学習
を大切にする雰囲気

２本の柱によって、高い学力と
思考力や表現力、主体的に行動
できる人間力を６年間で育成す
ることを目指す

目指す生徒像を実現するための６年間の学び実践の全体像
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Ｓ
Ｓ
Ｈ（
＊
１
）指
定
校
の
茨
城
県
立
並
木

中
等
教
育
学
校
は
、例
年
、難
関
国
公
立
大
学

の
合
格
者
を
多
数
輩
出
す
る
進
学
校
だ
。「Be 

a Top Learner!

（
高
き
学
習
者
た
れ
）」を

校
是
と
し
、「
能
動
的
な
学
び
の
で
き
る
人
間

力
を
備
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
」を
目

指
す
生
徒
像
に
掲
げ
て
い
る
。そ
の
実
現
に

向
け
て
、６
年
間
を
通
し
た
体
系
的
な
学
び

を
行
う「
学
習
の
柱
」と
、問
題
解
決
力
や
試

行
錯
誤
で
き
る
力
な
ど
を
育
む
「
体
験
・
思

考
の
柱
」を
教
育
活
動
の
２
本
柱
と
し
て
い

る（
Ｐ
．８
図
）。学
習
進
路
部
部
長
の
細
井
ひ

ろ
み
先
生
は
、そ
の
ね
ら
い
を
こ
う
語
る
。

　「
教
科
学
習
と
体
験
的
な
学
び
の
ど
ち
ら

か
に
偏
る
こ
と
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

教
育
活
動
に
よ
っ
て
、
教
科
学
力
や
思
考
力
、

人
間
力
な
ど
の
資
質
・
能
力
を
育
も
う
と
し

て
い
ま
す
」

　「
学
習
の
柱
」は
毎
日
の
授
業
の
こ
と
を
指

す
。全
教
科
で
探
究
的
な
学
び
を
実
践
し
、生

徒
が
自
分
な
り
の
問
題
意
識
を
持
ち
、解
決

に
向
け
て
試
行
錯
誤
で
き
る
よ
う
な
授
業
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
学
校
独
自
の
学
習
法
も

取
り
入
れ
て
い
る
。「
Ｔ
Ｏ
学
習
」（
＊
２
）は
、

異
学
年
合
同
の
授
業
で
、
上
級
生
が
下
級
生

に
問
題
の
解
き
方
を
教
え
た
り
、
一
緒
に
考

え
た
り
す
る
。「
Ｒ
80
」（
＊
３
）は
、
ペ
ア
や

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
こ
と
な
ど
を
80
字

以
内
で
ま
と
め
る
活
動
で
、必
ず
２
文
で
書

き
、接
続
詞
で
結
ぶ
こ
と
が
ル
ー
ル
だ
。い

ず
れ
も
生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を
促
し
、
論

理
力
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
　

　「
体
験
・
思
考
の
柱
」
の
中
心
は
６
年
間

を
通
じ
た「
課
題
探
究
」だ
。
１
年
次
か
ら

生
徒
が
自
分
で
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
探
究
に

取
り
組
み
、
探
究
を
段
階
的
に
発
展
さ
せ
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
た
（
図
１
）。
失
敗
や

成
功
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、「
ま
ず
は
や
っ

て
み
よ
う
」と
い
う
主
体
性
を
育
て
て
い
る
。
　

　
生
徒
が
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
人
間
力
を

高
め
て
い
け
る
よ
う
、
学
校
行
事
や
校
外
活

動
も
充
実
さ
せ
て
い
る
（
図
２
）。
例
え
ば
、

同
校
の
３
大
行
事
の
１
つ
「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
」
は
、
２
日
間
で
60
㎞
を
歩
く
と
い
う
も

の
で
、
苦
し
い
時
こ
そ
踏
ん
張
る
精
神
力
や
、

周
り
を
思
い
や
る
心
を
涵
養
し
て
い
る
。

　
同
校
の
特
徴
的
な
学
習
活
動
は
、
４
〜
６

年
次
の
「
課
題
探
究
」
だ
。
生
徒
は
個
人
で

探
究
に
取
り
組
む
が
、
ま
ず
４
年
次
の
１
年

間
を
か
け
て
探
究
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
。
企

画
研
究
部
部
長
の
吉
村
大
介
先
生
は
、
そ
の

ア
ー
ル
エ
イ
テ
ィ

「課題探究」６年間の流れ図１

学年 探究テーマ 活動内容

１年次
ミニ課題探究Ⅰ
（個人）

自分の「問い」
と出合う

個人で探究テーマを設定し、調べたことをまとめて考察し、学年
発表会で口頭で発表。

２年次
ミニ課題探究Ⅱ
（グループ）

企業とともに
未来をつくる

企業のインターンシップを教室で体験する活動を通して、働くこと
の意義や企業活動への理解を深める。企業からのミッションの実現
に向けて様々なアイデアを出し合い、プレゼンテーションを行う。

３年次
ミニ課題探究Ⅲ
（グループ）

地域の
社会問題

グループで探究テーマを設定し、身近な問題の解決に挑戦。成果
を学年発表会で口頭で発表。

４年次
課題探究Ⅰ〜Ⅲ
（個人）

各自の自由

ゼミに所属し、１年間かけて個人探究のテーマを設定。その手順は、
探究構想を立てた後、仮テーマを設定。構想発表会・中間発表会（ス
ライドを使い、口頭で発表）を経て、最終決定。

５年次 口頭及びポスターで研究成果を発表。

６年次 研究論文を作成し、提出（A4で10ページ以上）。

「課題探究」は、１～３
年次は「総合的な学習
の時間」で、４～６年次
は「総合的な探究の時
間」と学校設定科目「課
題探究」で実施。ゼミは、
人文・社会科学・国際
文化・スポーツ科学・芸
術・生活科学・物理・化
学・生物・地球科学・情
報科学・数学・医学・自
然科学・SDGsの15ゼミ。

※学校資料を基に編集部で

作成。

人間力や国際貢献のマインドを育む校外活動（例）図２

全学年 ウォークラリー ２日間で60㎞を歩く。保護者も交通整理などで参加

１年次 学級づくり合宿（P.11図６） 学級づくりのための開校以来の行事

２年次 ブリティッシュヒルズでの語学研修
外国人講師による英語コミュニケーションの授業、
ジャーナルの作成・発表

３年次 広島・京都平和研修 社会見学、文化理解、平和教育

４年次 ニュージーランド海外語学研修
２週間のホームステイでの英語によるコミュニケー
ション、異文化体験

５年次 アジア方面海外修学旅行 2023年度はベトナムを訪問。戦争遺構の見学等

「ウォークラリー」「かえで祭（文化
祭）」「スポーツデイ（体育祭）」が、
同校の３大行事。2009年度にユネ
スコスクールに加盟後は、国際貢
献・平和教育の視点を取り入れた
学校行事を中学校段階から体系的
に実施。各国の大使による講演な
ども随時行う。

※学校資料を基に編集部で作成。

学習意欲の向上
─学びの志向を捉えて教育活動をデザインする 

特集

＊１　文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」。同校は 2012 年度から指定され、現在３期目。　＊２　「TO」は、Teaching Others の略。
＊３　「R」は、リフレクション（振り返り）とリストラクチャー（再構築）のこと。「TO 学習」「Ｒ80」のいずれも中島博司元校長が考案。　

「
学
習
」と「
体
験・思
考
」を
柱
に

バ
ラ
ン
ス
よ
く
教
育
活
動
を
展
開

取
り
組
み
の
背
景
・
全
体
像

異
学
年
合
同
の
ゼ
ミ
で

助
言
し
合
い
、試
行
錯
誤
を
支
え
る

意
欲
を
喚
起
す
る「
課
題
探
究
」
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ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
自
分
が
何
に
関
心
が
あ
り
、
何
を
深
め

た
い
の
か
、
ど
ん
な
困
り
事
を
解
決
し
た
い

の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
、
１
年
間
か
け
て
と

こ
と
ん
掘
り
下
げ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
自
分
に
徹
底
的
に
向
き
合
い
、
自
分
を

理
解
す
る
過
程
は
、
自
分
ら
し
い
学
び
方
や

目
指
し
た
い
進
路
を
見
極
め
る
上
で
重
要
で

あ
り
、
主
体
性
も
育
ま
れ
ま
す
」

　
調
べ
学
習
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
、
ど
ん
な

テ
ー
マ
で
も
生
徒
は
実
験
や
調
査
な
ど
を
自

分
で
行
い
、
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
。
教
師
が

そ
れ
ら
の
方
法
を
教
え
る
こ
と
は
な
く
、
生

徒
は
研
究
構
想
の
段
階
で
、
自
分
の
探
究
に

必
要
な
実
験
や
調
査
な
ど
を
様
々
に
試
す
。

　
そ
う
し
た
試
行
錯
誤
の
過
程
に
お
い
て
生

徒
の
心
の
支
え
と
な
り
、
成
長
の
糧
に
も
な

る
の
が
ゼ
ミ
活
動
だ
。
15
の
ゼ
ミ
か
ら
自
分

の
関
心
に
応
じ
て
１
つ
を
選
び
、
４
〜
６
年

生
の
各
５
人
程
が
所
属
。
週
１
回
集
ま
り
、

各
自
の
探
究
の
進
捗
を
報
告
し
つ
つ
、
テ
ー

マ
の
設
定
や
探
究
の
進
め
方
な
ど
を
相
談
し

合
う
（
図
３
）。

　「
４
年
生
は
意
欲
的
に
探
究
し
て
い
る
５
・

６
年
生
の
姿
を
見
て
、
自
分
も
先
輩
の
よ
う

に
学
び
た
い
と
憧
れ
を
抱
き
ま
す
。
５・
６

年
生
は
後
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
考
え
が
整
理
さ
れ
、
新
た
な
気

づ
き
を
得
ま
す
。
異
学
年
間
の
対
話
が
、
双

方
に
刺
激
を
与
え
て
い
ま
す
」（
細
井
先
生
）

　「
課
題
探
究
」
で
の
成
功
体
験
が
教
科
学

習
へ
の
意
欲
を
喚
起
し
て
い
る
と
、
教
務
副

主
任
の
石
本
由ゆ

う

こ
布
子
先
生
は
語
る
。

　「
探
究
を
通
じ
て
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、
難
し
い
課

題
に
も
諦
め
ず
に
努
力
で
き
た
と
い
っ
た
経

験
は
、
生
徒
の
自
信
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が

探
究
以
外
の
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　
学
校
が
つ
く
ば
研
究
学
園
都
市
に
あ
る
立

地
を
生
か
し
、
数
々
の
課
外
活
動
も
実
施
し

て
い
る
（
図
４
）。
企
業
や
大
学
の
研
究
室

へ
の
訪
問
、
研
究
者
に
最
先
端
の
ト
ピ
ッ
ク

を
聞
く
講
座
な
ど
、
本
物
に
出
合
い
、
輝
い

て
い
る
大
人
と
話
す
こ
と
が
生
徒
を
刺
激
し

て
い
る
と
、
学
習
進
路
部
副
部
長
の
石
井
透ゆ

き

雄お

先
生
は
語
る
。

　「
講
演
で
は
、
講
師
の
話
を
50
分
間
、
質

問
タ
イ
ム
を
50
分
間
と
し
て
い
ま
す
。
講
師

の
話
に
関
心
が
あ
る
生
徒
が
集
ま
る
た
め
、

質
問
タ
イ
ム
は
も
ち
ろ
ん
、
会
の
終
了
後
も

質
問
が
続
く
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
」

　
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
へ
の
参
加
（
図
５
）
も
、

生
徒
を
刺
激
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

　「
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
全
国
の
優
秀
な

「ＳＳＨ講座」は、
企業の施設や大学
の研究室などを訪
問する体験型講
座。2023年度は、
千葉県市原市のチ
バニアン地層（地
球で最後に地磁気
逆転が起こった痕
跡が残る地層）の
観察、半導体工場

やJAXAの研究室の見学、ブナ・ミズナラの植樹体験や棚倉断層の観察
などを行った。

「ＳＳＨサイエンス
カフェ」は、各分
野の研究者等を招
いて行う座談会形
式の講座。2023
年度は、月２人の
ペースでゲストを
招いて開催。ドイ
ツの大学で飛行機
の研究をしている
卒業生や、小児科

病棟で働く研修医の卒業生、自動車開発者、水族館飼育員、培養肉・
ベジミートの研究者、折り紙で数理現象を研究するオリガミクスの研
究者などが来校した。

「課題探究」で行う、４〜６年生が切磋琢磨するゼミ活動図３本物に出合う課外活動（例）図４

ゼミには、４〜６年生が各５人程、計15人程が所属している。探究テー
マは一人ひとり異なるが、関心を持つ分野は同じだ。自分が取り組み
たいことをゼミのメンバーに伝えてアドバイスをもらう。理系分野の
研究はもちろん、文系分野でもオリジナルのデータを収集し、提案型
の研究発表を目指す。各ゼミには担当教師がつき、運営を任されている。
人文ゼミ（写真）では、５年生がゼミ長と副ゼミ長を務め、ゼミの司
会進行を担っている。なお、ゼミは移籍できないが、探究テーマはい
つでも変えることが可能だ。人文ゼミで物理をテーマにする生徒もい
るという。「学びたいという思いが尊重されることで、生徒は意欲を持
続させることができるのだと思います」と、吉村先生は語る。

※図３・４は、学校資料を基に編集部で作成。

SSH講座

SSHサイエンスカフェ

６年生
研究は終了しているが、
アドバイザーとして参加

留学生
一緒に参加

５年生
ゼミ長が進行、
副ゼミ長が
時間管理

４年生
検討中のテーマを発表

ゼミ担当教師
一緒に考える

輝
い
て
い
る
大
人
や
他
校
生
と

の
対
話
が
、生
徒
を
刺
激
す
る

意
欲
を
喚
起
す
る「
課
外
活
動
・コ
ン
テ
ス
ト
」
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●「科学の甲子園ジュニア」全国大会に８回出場。2020
年度は全国総合４位

●「科学の甲子園」全国大会に５回出場。2017年度は全
国総合４位

● 「科学オリンピック」2021年度日本生物学オリンピッ
ク金賞１人、銀賞１人、銅賞１人

各種コンテスト受賞実績（例）図５

高
校
生
と
交
流
し
、
本
物
の
研
究
者
や
起
業

家
と
接
す
る
経
験
は
、
生
徒
の
財
産
に
な
っ

て
い
ま
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
挑
戦
し
た
先
輩

の
姿
を
見
て
、
自
然
と
全
国
を
目
指
す
雰
囲

気
が
校
内
に
あ
り
ま
す
し
、
対
外
的
な
場
に

参
加
す
る
意
義
を
伝
え
、
生
徒
の
背
中
を
押

す
こ
と
も
心
が
け
て
い
ま
す
」（
石
本
先
生
）

　
１
年
次
の
導
入
期
は
、
主
体
的
に
学
ぶ
意

欲
が
高
ま
る
よ
う
、
学
級
づ
く
り
合
宿
を
実

施
し
、
カ
ッ
タ
ー
研
修
（
図
６
）
な
ど
で
成

功
体
験
を
積
ま
せ
る
と
と
も
に
、
普
段
か
ら

褒
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
、
中
学
１
学
年

担
当
の
宮
本
脩
平
先
生
は
語
る
。

　「
１
年
次
の
１
学
期
は
、
学
習
法
と
し
て

『
答
え
を
写
す
だ
け
で
は
駄
目
だ
よ
』
な
ど

と
指
導
す
る
一
方
で
、
受
け
身
の
学
習
と
な

ら
な
い
よ
う
、『
ノ
ー
ト
の
書
き
方
が
分
か

り
や
す
い
ね
』
な
ど
と
、
よ
い
点
を
見
取
り
、

積
極
的
に
褒
め
て
い
ま
す
」

　
面
談
も
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ

と
を
大
事
に
し
て
い
る
。
専
門
性
や
生
徒
と

の
相
性
な
ど
を
踏
ま
え
、
担
任
・
副
担
任
に

限
ら
ず
、
そ
の
生
徒
に
と
っ
て
適
任
だ
と
思

わ
れ
る
教
師
が
面
談
を
担
当
。
生
徒
が
自
分

自
身
の
こ
と
を
信
頼
し
、
前
向
き
に
な
れ
る

よ
う
に
接
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　「
以
前
、
ク
ラ
ス
の
中
心
的
存
在
の
生
徒

が
面
談
中
、
泣
き
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
私
は
そ
の
姿
を
黙
っ
て
見
守
り
ま
し
た
。

す
る
と
生
徒
は
十
数
分
間
で
泣
き
止
み
、
腹

を
く
く
っ
て
前
を
向
き
直
し
ま
し
た
。
自
分

の
弱
さ
を
さ
ら
け
出
す
場
が
必
要
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
立
ち
直
る
力
を
信
じ
て
見
守
る

こ
と
も
、
生
徒
が
前
を
向
く
き
っ
か
け
に
な

る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
」（
石
本
先
生
）

　
一
連
の
取
り
組
み
の
結
果
、　
東
京
大
学

志
望
者
が
数
年
間
で
１・
５
倍
と
な
っ
た
。

中
に
は
自
分
の
力
を
超
え
る
高
い
志
望
を
持

つ
生
徒
も
い
る
が
、
逆
転
合
格
者
も
出
て
い

る
。「
課
題
探
究
」
の
成
果
を
生
か
し
て
総

合
型
選
抜
で
進
学
す
る
生
徒
も
増
え
て
お

り
、
学
校
全
体
に
生
徒
間
で
切
磋
琢
磨
す
る

雰
囲
気
が
で
き
て
い
る
（
図
７
）。

　「
学
校
は
『
生
徒
の
い
い
と
こ
探
し
の
場
』

で
あ
る
は
ず
で
す
。
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘

す
る
の
で
は
な
く
、
よ
い
と
こ
ろ
、
で
き
る

こ
と
を
伸
ば
す
。
こ
れ
か
ら
も
生
徒
同
士
、

教
師
同
士
で
認
め
合
い
、
集
団
と
し
て
成
長

で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」（
石
本
先
生
）

１年次の導入期の学級づくり合宿でのカッター研修図６

１年次５月に行われる学級づくり合宿では、カッター研修が行われ
る。大型ボートに生徒約25人が乗り、力を合わせてオールを漕ぎ、
湾内を１周する。頑張ることの大切さを認識し、クラスの団結力を
高めるとともに、成功体験を通して前向きに学校生活をスタートさ
せることを目的としている。午前中にオリエンテーリングを行い、
４～５㎞を歩いた後、午後にカッターを漕ぐといった体力的に厳し
い活動にすることで、折れない心も育んでいる。

いつでも学べる自習棟「ブライトホール」図７

自習棟「ブライトホール」には、４～６年生が平日・休日を問わず自習
できる学習室があり、多い日は100人近い生徒が利用する。メリットは、
生徒同士で切磋琢磨する雰囲気が自然とできる点にある。「あの子がいる
から自分も頑張ろう」という生徒もいれば、自習棟の明かりを見て、夜
遅くまで頑張っているクラスメートの姿に刺激され、「自分もやってみよ
うかな」と意欲が湧く生徒もいる。自習棟をよく利用する生徒は「ブラ
イト組」と呼ばれ、各クラスに学ぶ雰囲気をつくる存在になっている。

ブライトホールには話し合
いのスペース「ＴＯルーム」

（＊４）がある。自習中に
難問にぶつかった時、生徒
が集まって意見を交わしな
がら解く場として活用され
ている。難問の解答がホワ
イトボードに誇らしげに残
されていることもよくある
という。 ※図５～７は、学校資料を基に編集部で作成。

学習意欲の向上
─学びの志向を捉えて教育活動をデザインする 

特集

成
功
体
験
を
積
ま
せ
、

積
極
的
に
よ
い
点
を
褒
め
る

意
欲
を
喚
起
す
る「
導
入
期
指
導
・
面
談
」

切
磋
琢
磨
す
る
生
徒
集
団
と

な
る
よ
う
環
境
を
整
え
る

取
り
組
み
の
成
果
・
展
望

＊４　「TO」は、Teaching Others の略。　
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＊　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

１
学
年
主
任
、
国
語
科
主
任

伊
藤
奈
津
子 

い
と
う
・
な
つ
こ

同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
国
語

科
。

教
頭
・
教
務
担
当

牧
野
浩
章 

ま
き
の
・
ひ
ろ
あ
き

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
地

理
歴
史
科
（
地
理
）。

数
学
科
主
任

姫
田
史
也 

ひ
め
だ
・
ふ
み
や

同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
３
学

年
担
任
。
数
学
科
、
情
報
科
。

指
導
教
諭
、
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
委
員

笠
江
由
美 

か
さ
え
・
ゆ
み

同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
数
学

科
、
情
報
科
。

企
画
推
進
課
チ
ー
フ
、
英
語
科

主
任久保

早
耶
香 

く
ぼ
・
さ
や
か

同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
２
学

年
担
任
。
英
語
科
。

※学校資料と学校への取材を基に編集部で作成。

様々な活動の実施

生徒の振り返り
生徒へのアンケート
結果のフィードバック

成果のまとめ
改善点の洗い出し
期中での計画変更

こまめな生徒把握で学習イベントを修正。
生徒が自ら選ぶ学びで意欲を向上
徳島県立小松島高校には、中学校時代は学力中位層で、自己決定の経験があまりない生徒が多い。

そこで生徒が自ら選んで学習できるよう、放課後課外や朝課外をやめ、多様な学習イベントを打ち出した。
生徒をこまめに見取り、年度途中でも活動を修正して、生徒の実態に合ったものになるようにしている。

設
立
　
１
９
３
１
（
昭
和
６
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
７
０
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
徳
島

大
、鳴
門
教
育
大
、香
川
大
、都
留
文
科
大
、高
知
工
科
大
、

北
九
州
市
立
大
な
ど
に
10
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
立
命

館
大
、
関
西
大
、
近
畿
大
な
ど
に
延
べ
１
１
９
人
が
合
格
。

短
大
・
専
門
学
校
進
学
39
人
。
就
職
16
人
。

学
校
概
要

徳島県立小
こ

松
ま つ

島
し ま

高校事例 3

手帳コンクール
（年２回）（P.15図４）

生徒授業
（P.14図２）

校則の見直し

夏休み数学レポート
コンクール

学習マラソン（年５回）
（P.15図５）

学力アップ
チャレンジ週間

松原育樹
ボランティア など

生徒の振り返りやアン
ケートの結果などを基に、
計画を変更したり、新た
な工夫をしたりしている

「Classi」（＊）に入力され
た振り返りや、各クラス
の委員の意見などから、
生徒の状況を見取る

手帳の活用を促すイベン
トを始めたり、朝課外を
やめたりと、活動内容を
修正しながら実施

修正しながら実施

生徒の状況をこまめに把握

▶毎日の学習・生活の
振り返り、定期考査の
計画・振り返りなどを
記入

多様な
学習イベントを

実施

新たなアイデアと見通し

自分の物語をつくる「松高　未来のためのまなびプロジェクト」実践の全体像

松高・未来のための手帳
（P.14図３）
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徳
島
県
立
小
松
島
高
校
は
２
０
１
８
年

度
、
生
徒
の
自
走
を
支
え
る
こ
と
を
目
指
し

て
、「
松
高
　
未
来
の
た
め
の
ま
な
び
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」（
以
下
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
（
Ｐ
．12
図
）。
そ
の
き
っ
か

け
は
17
年
度
に
行
っ
た
、
台
湾
の
高
校
生
の

訪
日
交
流
事
業
だ
。
若
手
教
師
が
中
心
と
な

っ
て
交
流
活
動
を
立
案
す
る
過
程
で
、
生
徒

の
実
態
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
自
校
の
課
題

が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
教
師
間
で
改
革
の
機

運
が
高
ま
っ
た
。
交
流
事
業
の
立
案
に
携
わ

っ
た
１
学
年
主
任
の
伊
藤
奈
津
子
先
生
は
、

当
時
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
本
校
の
生
徒
の
多
く
が
、
中
学
校
時
代

は
学
力
中
位
層
で
あ
り
、
生
活
面
で
も
学
習

面
で
も
注
目
や
注
意
を
あ
ま
り
受
け
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し
た
生
徒
も
本
校
で
は
、

自
分
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
学
習
も
学
校
行

事
な
ど
も
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
生

徒
が
自
分
で
判
断
し
て
物
事
を
進
め
る
活
動

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
行
い
、
生
徒
の

自
己
肯
定
感
を
高
め
て
い
こ
う
と
考
え
ま
し

た
。
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
を
控
え
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
併
せ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

て
い
き
ま
し
た
」

　
当
時
の
校
長
の
後
押
し
も
あ
り
、若
手
教

師
中
心
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
。

ま
ず
、生
徒
の
学
力
推
移
や
問
題
行
動
が
起

き
や
す
い
時
期
な
ど
、課
題
を
改
め
て
整
理

し
、校
内
で
共
有
し
た
上
で
、育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
を
職
員
会
議
で
議
論
し
た
。そ
し

て
、「
自
分
の
物
語
を
つ
く
る
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、人
間
的
成
長
を
上
位
目
標
と
し
た
「
身

に
つ
け
た
い
力
」（
図
１
❶
〜
❸
）を
設
定
し
、

21
年
度
に
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。

　
同
時
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
視
点
で
教
育
活
動
を
見
直
し
た
。
19
年

度
に
課
題
テ
ス
ト
の
実
施
を
年
５
回
か
ら
３

回
に
変
更
し
、
放
課
後
課
外
を
廃
止
。
一
方

で
、
学
習
時
間
な
ど
を
毎
日
記
入
す
る
生
活

記
録
を
月
１
回
提
出
さ
せ
、
家
庭
学
習
習
慣

の
定
着
を
図
っ
た
。
さ
ら
に
、
自
ら
選
ん
で

視
聴
し
た
学
習
動
画
の
レ
ポ
ー
ト
を
書
く「
学

力
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
週
間
」
な
ど
、
任
意

参
加
の
学
習
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
、
生
徒

に
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
指
導
教
諭
の
笠
江

由
美
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
放
課
後
課
外
は
生
徒
の
成
績
次
第
で
復
活

さ
せ
る
条
件
で
廃
止
し
ま
し
た
が
、
成
績
は

低
下
せ
ず
、
22
年
度
に
は
朝
課
外
も
や
め
ま

し
た
。
た
だ
そ
の
後
、
生
徒
の
学
習
意
欲
の

高
ま
り
を
受
け
て
、
希
望
者
を
対
象
に
放
課

後
課
外
を
再
開
し
ま
し
た
。
ど
の
活
動
も
、

参
加
す
る
か
ど
う
か
を
選
べ
る
か
ら
こ
そ
、

参
加
し
た
生
徒
は
意
欲
的
に
学
び
ま
す
」

３つの「身につけたい力」の「松高ルーブリック」を基に各教科・科目のルーブリックを作成し、生徒も教師も「身につけたい力」を授業で意識で
きる仕組みとした。※学校資料を基に編集部で作成。

自主自律
親和協同
日新日進

•世界のことを知る
•地域のことを知る
•情報を適切に活用できる
•世界・地域の課題を見つける
•社会貢献への意欲がある

世界とむきあう3
•相手と真剣に話す
•相手の立場で考える
•相手のことを認める
•自分の考えを伝える
•協力して目標を達成する

人とむきあう2
•自分のことを知る
•自分の目標を持つ
•自分がやる、自分でやる
•自分をコントロールする
•昨日の自分より前進する

自分とむきあう1

資質・能力 レベル１ レベル２ レベル３
３年次修了時の到達目標

レベル４ F

1

自分と
むきあう

•自分について情報を
収集し、自分の長所
を知っている。❶─1
•自分は集団の一員だ
と感じることができ
る。❶─2

❶─１、２
•見通しを立てることができ
る。❶─３
•自分をコントロールし、学び
に、むかい、試行錯誤を重ね
ることができる。❶─４

❶─１〜４
•自分の不完全さを受け入れる
ことができる。❶─５
•試行錯誤や振り返りを通して
粘り強く問題の解決にむかう
ことができる。❶─６

❶─１〜６
•試行錯誤や振り返り
を通して粘り強く問
題の解決ができてい
る。❶─７

い
ず
れ
も

満
た
さ
な
い

2

人と
むきあう

•相手に関心を持ち、
相手の立場に立つこ
とができる。❷─1
•共感的態度をもって
話をすることができ
る。❷─2

❷─１、２
•相手に理解してもらえるよう
に、言葉や非言語能力を使っ
て自分の考えを述べたり、コ
ミュニケーションを取ったり
できる。❷─３

❷─１〜３
•他者を信頼することができ
る。❷─４
•仲間と協力して目標を達成し
ようとすることができる。
❷─５

❷─１〜５
•仲間と協力して目標
を達成できる。❷─６

い
ず
れ
も

満
た
さ
な
い

3

世界と
むきあう

•自分が住む地域や世
界について情報を収
集している。❸─1

❸─１
•世界や地域の課題を発見して
いる。❸─２
•解決にむけた取り組みに考え
をめぐらせることができる。
❸─3

❸─１〜３
•情報を適切に活用することが
できる。❸─４
•自分を生かして社会や他者の
役に立ちたいと考えて行動し
ている。❸─５

❸─１〜５
•自分を生かして社会
や他者の役に立ちた
いと考え、行動し、周
囲に働きかけを行っ
ている。❸─６

い
ず
れ
も

満
た
さ
な
い

身
に
つ
け
た
い
力

校
訓

松
高
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

学習意欲の向上
─学びの志向を捉えて教育活動をデザインする 

特集

若
手
教
師
の
課
題
感
か
ら
、

カ
リ
マ
ネ
と
併
せ
て
改
革
を
推
進

取
り
組
み
の
背
景
・
全
体
像

「身につけたい力」と「松高ルーブリック」図１
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
は
、生
徒
が
教
師
役

と
な
っ
て
授
業
を
行
う「
生
徒
授
業
」（
図
２
）

だ
。「
深
く
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
」
な
ど

を
生
徒
が
実
感
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
笠
江

先
生
が
17
年
度
に
担
当
し
た
数
学
の
授
業
で

始
め
た
。
同
級
生
に
加
え
て
、
学
校
説
明
会

で
の
中
学
生
へ
の
模
擬
授
業
で
行
っ
た
と
こ

ろ
、
参
加
者
に
好
評
だ
っ
た
。
そ
こ
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
機
に
、「
生
徒
授
業
」を
２
年
次

の
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
に
お
け
る
探

究
学
習
の
１
テ
ー
マ
と
し
、
中
学
校
へ
の
出

前
授
業
も
開
始
。
校
内
研
修
で
教
師
に
「
生

徒
授
業
」
の
実
施
ポ
イ
ン
ト
を
共
有
し
、
各

教
科
が
状
況
に
応
じ
て
行
う
よ
う
に
し
た
。

　「
他
者
に
教
え
る
た
め
に
は
自
分
が
深
く

理
解
す
る
必
要
が
あ
り
、
自
分
で
何
が
必
要

か
を
考
え
て
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自
ら

の
工
夫
で
他
者
が
理
解
し
て
く
れ
れ
ば
、
自

己
肯
定
感
に
つ
な
が
り
ま
す
。
様
々
な
効
果

が
期
待
で
き
る
活
動
で
す
」（
笠
江
先
生
）

　　
20
年
度
に
は
、
生
活
記
録
を
基
に
、
学
習

や
学
校
行
事
な
ど
を
記
録
す
る
「
松
高
・
未

来
の
た
め
の
手
帳
（
以
下
、
手
帳
）」（
図
３
）

を
導
入
し
た
。

　「
毎
日
の
学
習
や
行
事
予
定
な
ど
を
手
帳

に
書
く
こ
と
は
、『
来
週
は
こ
の
行
事
が
あ

る
か
ら
、
課
題
は
今
週
中
に
取
り
組
ん
で
お

こ
う
』
な
ど
と
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
す
。

書
き
続
け
る
こ
と
で
メ
タ
認
知
や
自
己
管
理

が
少
し
ず
つ
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
振
り
返

り
も
理
由
を
添
え
て
よ
か
っ
た
点
や
課
題
を

書
く
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
手
帳
の
活

用
法
を
共
有
し
よ
う
と
、『
手
帳
コ
ン
ク
ー

ル
』（
図
４
）
を
始
め
ま
し
た
」（
笠
江
先
生
）

　「
手
帳
」
の
活
用
を
促
す
仕
か
け
と
し
て
、

「
学
習
マ
ラ
ソ
ン
」（
図
５
）も
始
め
た
。「
手

帳
」に
記
入
し
た
学
習
時
間
を
１
週
間
分
集

計
し
、ク
ラ
ス
・
個
人
の
上
位
者
を
表
彰
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
、一
人
ひ
と
り
の
努
力
を
評
価

す
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。今
は
学
習
時

間
を
「Classi

」に
入
力
さ
せ
て
い
る
。
生
徒

の
学
習
意
欲
が
よ
り
高
ま
り
や
す
く
な
っ
た

と
、
数
学
科
主
任
の
姫ひ

め

田だ

史ふ
み

也や

先
生
は
語
る
。

　「『Classi

』
で
総
学
習
時
間
が
グ
ラ
フ
で

示
さ
れ
る
の
で
、
生
徒
は
自
分
の
学
習
状
況

を
把
握
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。『
前
回
は

数
学
に
時
間
を
か
け
過
ぎ
た
か
ら
、
今
回
は

英
語
に
力
を
入
れ
よ
う
』
な
ど
と
計
画
を
立

て
ら
れ
ま
す
。『
た
と
え
０
時
間
で
も
、
そ

れ
を
自
覚
す
る
た
め
に
毎
日
入
力
し
よ
う
』

と
、
生
徒
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
」

● 生徒が教師役となり、校内で授業を行う
● 実施する授業の内容は基本的に、担当学年・教科の

教師が提示したテーマを基に生徒が考える
● 学校説明会で中学生に対して行う模擬授業や、中学校

への出前授業としても実施

※図２・３は、学校資料と学校への取材を基に編集部で作成。

● Ａ５版、64ページ　● 学年ごとに１冊ずつ用意
● 各ページの項目は教師が話し合って作成した学校オリジナル
● 毎日の生活の記録、定期考査に向けた学習計画と振り返り、委員会や生徒

授業の記録、学校行事の振り返りなどを記入。進路を考える材料にする
● 生徒に手帳を定期的に提出させ、クラス担任が生徒の記入に罫線を引い

たり、コメントを書いたりして返却。生徒が適切にメタ認知し、自己管
理ができるようになることを支援している

● 手帳に書かれた生徒の様々な活動記録を、教師は調査書や指導要録を記
入する際に活用

● 重要な箇所はチョークの色を変えて黒板に書いた。授
業を受けた人が「分かりやすかった」と言ってくれてう
れしかった。次も頑張りたい

● 数学の授業で、具体的に数をあてはめて説明したとこ
ろ、先生に「いい説明だね」と褒めてもらえた。式が長
かったので、短く説明できたのがよかったのだと思う

2023年度第１回手帳コンクール　最優秀賞の手帳

就寝・起床時刻、
学習時間など

自分の状況をつかめるように
体調や気分を10段階で記入

学校行事や
自分の予定

「今週のハイライト」
を週末に記入し、
１週間を振り返る

メモ欄に
宿題の範囲を
書き込む生徒も

学びを
蓄えていく視点

小・中・高の
学びのつながり

探究する楽しさ

他教科との
つながり

分かりやすく
伝える

伝えたい思いが
伝わった達成感

主体的に学ぶ
楽しさ

自分の成長

本当の分かる
を体感

概要

ねらい・効果

メタ認知や自己管理を促す「松高・未来のための手帳」図３ 生徒の学習意欲を育む「生徒授業」図２

「
他
者
に
教
え
る
」と
い
う
目
的
が

主
体
的
な
学
び
を
促
す

意
欲
を
喚
起
す
る
「
生
徒
授
業
」

毎
日
の
記
入
が
自
己
管
理
力
を

高
め
、自
走
に
つ
な
が
る

意
欲
を
喚
起
す
る「
松
高・未
来
の
た
め
の
手
帳
」

教師役を担当した生徒の声
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活
動
は
、
生
徒
や
活
動
の
状
況
を
見
取
り
、

年
度
途
中
で
も
修
正
し
た
り
、
新
た
に
始
め

た
り
と
、
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
な
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
そ
の
判
断
材
料
の
１
つ
が
、

生
徒
の
振
り
返
り
だ
。
主
要
な
活
動
で
は
、

生
徒
が
「Classi

」
に
入
力
し
た
振
り
返
り

の
中
で
他
の
教
師
や
生
徒
に
共
有
し
た
い
内

容
を
、
教
師
が
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
し
て
ま

と
め
、「Classi

」
で
共
有
し
て
い
る
。

　
生
徒
の
声
を
直
接
聞
き
、
活
動
に
反
映
す

る
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
る
（
図
６
）。
例

え
ば
、「
学
習
マ
ラ
ソ
ン
」
に
対
す
る
改
善

点
を
各
ク
ラ
ス
の
委
員
長
に
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
１
週
間
前
は
み
ん
な
勉
強
す
る
か
ら
、

２
週
間
前
か
ら
の
方
が
よ
い
」
と
い
う
意
見

が
出
た
た
め
、
実
施
期
間
を
定
期
考
査
２
週

間
前
か
ら
の
１
週
間
に
変
更
し
た
。

　
ま
た
、
生
徒
や
保
護
者
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
、
そ
の
結
果
を
活
動
に
生
か

す
こ
と
も
あ
る
（
図
７
）。
企
画
推
進
課
チ

ー
フ
の
久
保
早さ

や

か
耶
香
先
生
は
、
次
の
よ
う
に

語
る
。

　「『Classi

』
の
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
の
活
用

に
よ
っ
て
、
生
徒
の
声
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
た
ち
の
声
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
を

経
験
し
た
生
徒
は
、
学
校
生
活
に
対
し
て
積

極
的
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
学
校
へ
の
満
足

度
は
、
年
度
末
に
は
入
学
時
と
比
べ
て
か
な

り
上
が
り
ま
す
」

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て
か
ら
、
生
徒
は

長
期
休
業
明
け
も
落
ち
着
い
て
学
習
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
卒
業
時
に
は
、
生
徒

か
ら
「
３
年
間
、
学
習
を
頑
張
っ
た
」「
課

外
活
動
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

で
き
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
保
護
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
約
８
割
が
「
入
学
後
、

子
ど
も
の
学
習
意
欲
が
高
く
な
っ
た
」
と

回
答
し
た
。
ま
た
、「
松
高
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」

の
自
己
評
価
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
生
徒
の
１

年
次
１
月
の
自
己
評
価
が
教
師
の
評
価
と
一

致
し
、
生
徒
の
メ
タ
認
知
能
力
が
上
が
っ
た

こ
と
を
実
感
し
た
と
い
う
。
牧
野
浩
章
教
頭

は
、
今
後
の
展
望
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
参
加
す
る
活
動
を
生
徒
が
自
分
で
選
ぶ

と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
、
生
徒
の
主
体
性
を
尊

重
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
結
果
的
に
学
習

意
欲
や
自
走
力
を
高
め
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
学
校
全
体
が
落
ち
着
き
、
学
習
に
向

か
う
環
境
が
整
っ
て
き
た
中
、
学
力
向
上
は

お
の
ず
と
実
現
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

定期考査の２週間前からの１週間、生徒が
教科別の学習時間を「Classi」に入力。総
学習時間の上位３クラスと個人上位３人を
学年別に表彰する。参加は任意で、年５回
実施。１週間の学習時間を教科別にグラフ
にして、全校に発表する。生徒からは、「計
画を立てて勉強することができた」「モチ
ベーションが上がり、学習時間をいつもよ
り増やすことができた」といった声が上
がっている。

自分の「手帳」の活用法を、
該当のページの画像と200
字程度の説明文とともに

「Classi」のポートフォリオ
から応募。校長と教頭、学
年主任が、ほかの生徒に参
考にしてほしいと思った活
用法を最優秀賞、優秀賞、
審査員特別賞として選出。
年2回実施。

● 「手帳」のメモ欄を、罫線ではなく、マス目に変更
● 校則の見直しについて、各クラスがホームルームで

話し合い、生徒総会と職員会議を経て決定。靴下の
規定やアルバイトの条件が緩和された

● 中学校での「生徒授業」で、教師が設定したテーマ
の中から選ぶ形から、生徒が自分でテーマを考える
形に変更。加えて、訪問先の中学校を教師が割り振
るのではなく、各生徒の母校に変更

● 「松高ルーブリック」（P.13図１）について、生徒の
自己評価のアンケートを1年次4月と12月に実施

● 卒業式の退場曲は、３年生にアンケートを取って決定
● 生徒と保護者に学校評価のアンケートを年度末に実

施

※図４〜７は、学校資料と学校への取材を基に編集部で作成。

アンケートは「Classi」で配信。回答率が低い場合は、教師
が口頭でも生徒に回答を促す。

学習意欲の向上
─学びの志向を捉えて教育活動をデザインする 

特集

生徒にＩＣＴで取ったアンケート（例）図７

生徒の声を反映して修正した活動（例）図６

約８割の
生徒が参加

2023年度は
72人が応募

生
徒
の
声
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、

年
度
内
で
も
活
動
を
修
正

意
欲
を
喚
起
す
る「
生
徒
の
声
の
活
用
」

保
護
者
の
約
８
割
が
子
ど
も
の

学
習
意
欲
の
向
上
を
実
感

取
り
組
み
の
成
果
・
展
望

「松高・未来のための手帳」の活用法を共有する「手帳コンクール」図４

学習時間を見える化する「学習マラソン」図５
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私
が
学
習
動
機
に
着
目
し
た
き
っ
か
け
は
、

東
京
工
業
大
学
に
勤
め
て
い
た
１
９
８
９
年

に
、
地
域
の
小
・
中
学
生
や
高
校
生
を
対
象

に
行
っ
た
学
習
相
談
室
で
し
た
。
子
ど
も
か

ら
学
習
の
悩
み
を
聞
く
う
ち
に
、
子
ど
も
が

自
律
的
に
学
ぶ
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
分

か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
そ
の
都
度
教
え
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
子
が
ど
の
よ
う
に
学
習
し
て

い
る
の
か
に
焦
点
を
あ
て
て
学
習
改
善
を
図

る
べ
き
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
学
習
方
略
は
「
自
分
は
何
の
た
め

に
学
ぶ
の
か
」
と
い
っ
た
学
習
動
機
と
関
係

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
学
習
動

機
や
学
習
意
欲
の
向
上
の
要
因
に
つ
い
て
の

調
査
を
、
大
学
１
年
生
を
対
象
と
し
て
自
由

記
述
方
式
で
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を

分
類
し
、
構
造
化
し
た
も
の
が
「
学
習
動
機

の
２
要
因
モ
デ
ル
」
で
す
（
図
１
）。

　
図
１
の
中
の
❶
〜
❸
は
、
学
習
内
容
そ
の

も
の
を
重
視
す
る
学
習
動
機
で
、「
内
容
関

与
動
機
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

❶
充
実
志
向
　学
習
の
内
容
自
体
が
面
白
く
、

や
り
が
い
を
感
じ
る
。

❷
訓
練
志
向
　
学
習
は
頭
を
鍛
え
る
た
め
に

行
う
も
の
で
、
何
に
役
立
つ
か
は
分
か
ら

な
い
が
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
発
揮
さ
れ

る
と
考
え
て
い
る
。

❸
実
用
志
向
　
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
り
た
い
、

海
外
で
仕
事
を
し
た
い
な
ど
、
学
習
が
将

来
の
仕
事
に
役
立
つ
と
い
う
動
機
。

　
図
１
の
中
の
❹
〜
❻
は
、
学
習
内
容
と
関

係
が
浅
い
学
習
動
機
で
あ
り
、「
内
容
分
離

動
機
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

❹
関
係
志
向
　
友
人
と
一
緒
だ
と
楽
し
い
、

先
生
が
好
き
だ
か
ら
頑
張
れ
る
な
ど
、
そ

の
人
が
い
る
か
ら
学
び
に
参
加
す
る
。

❺
自
尊
志
向
　
競
争
に
勝
つ
、
他
者
よ
り
成

大
学
生
調
査
か
ら
、学
習
動
機
を

６
つ
の
志
向
に
構
造
化

学
習
動
機
の
タ
イ
プ
分
け

事例を通して考える

６
つ
の
志
向
を
踏
ま
え
て
、

学
び
の
動
機
づ
け
を
い
か
に
図
る
か

事
例
の
３
校
が
様
々
に
工
夫
し
て
い
る
取
り
組
み
は
、
ど
の
よ
う
に
学
習
意
欲
を
喚
起
し
て
い
る
の
か
。

東
京
大
学
の
市
川
伸
一
名
誉
教
授
に
、
自
身
が
提
唱
す
る
「
学
習
動
機
の
２
要
因
モ
デ
ル
」
を
基
に
、

各
校
の
活
動
と
学
習
意
欲
の
つ
な
が
り
を
分
析
し
て
も
ら
っ
た
。
さ
ら
に
、
学
習
意
欲
を
高
め
る
方
策
と
し
て
、

「
習
得
」と
「
探
究
」
の
サ
イ
ク
ル
を
取
り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
に
つ
い
て
聞
い
た
。

東
京
大
学
名
誉
教
授
、
東
京
都・私
立
帝
京
大
学
中
学
校・高
校
　
校
長

市
川
伸
一

いちかわ・しんいち　文学博士。専門は教
育心理学。認知心理学を基盤にした個別
学習支援や授業づくりなどの実践研究に
取り組む。長年、中央教育審議会教育課
程部会の委員を務め、学習指導要領改訂
に携わってきた。帝京大学先端総合研究
機構次世代教育研究部門特任教授などを
兼任。著書に、『これからの学力と学習支
援　心理学から見た学び』（左右社）、『授
業からの学校改革』（図書文化社）、『勉強
法が変わる本　心理学からのアドバイス』
（岩波ジュニア新書）など多数。
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績
が
よ
い
な
ど
、
競
争
心
や
プ
ラ
イ
ド
か

ら
成
る
動
機
。

❻
報
酬
志
向
　
成
績
が
上
が
っ
た
ら
お
小
遣

い
を
も
ら
え
る
な
ど
、
報
酬
が
目
あ
て
の

動
機
。「
先
生
か
ら
褒
め
ら
れ
た
い
」
と

い
っ
た
社
会
的
報
酬
も
含
ま
れ
る
。

　「
内
容
関
与
動
機
」
が
高
い
子
ど
も
は
、

結
果
と
し
て
「
内
容
分
離
動
機
」
の
子
ど
も

に
比
べ
て
よ
い
成
績
を
上
げ
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
学
習
内
容
を
身
に
つ
け
よ
う
と
自
分

で
学
習
方
略
を
工
夫
す
る
の
で
、
学
習
の
質

が
高
く
な
る
か
ら
で
す
。

　
先
生
方
は
、
生
徒
が
「
内
容
関
与
動
機
」

で
学
べ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
教
科
・
科
目
が
好
き
だ
か
ら
一
生

懸
命
勉
強
し
て
教
師
に
な
り
、
生
徒
も
同
じ

よ
う
に
❶
充
実
志
向
で
学
ん
で
ほ
し
い
と
考

え
、
教
科
・
科
目
の
魅
力
を
伝
え
る
工
夫
を

し
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
あ
る
い
は
、

「
社
会
で
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
」

と
い
っ
た
観
点
で
、
❷
訓
練
志
向
や
❸
実
用

志
向
を
重
視
す
る
先
生
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
生
徒
が
す
べ
て
の
教
科
・
科
目

の
学
習
内
容
に
学
ぶ
意
味
を
見
い
だ
す
こ
と

は
難
し
く
、「
テ
ス
ト
に
出
る
か
ら
覚
え
て

お
く
こ
と
」
な
ど
と
、
❻
報
酬
志
向
で
学
習

意
欲
を
上
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。「
内
容
分
離
動
機
」
は
、
先

生
方
に
は
あ
ま
り
好
ま
れ
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
学
習
が
苦
手
な
子
ど
も
が
学
び
に

向
か
う
入
り
口
と
し
て
は
有
効
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
友
人
と
一
緒
だ
と
や
る
気
が
出

る
と
い
っ
た
❹
関
係
志
向
や
、
少
々
幼
い
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
シ
ー
ル
を
た
く
さ

ん
貼
っ
て
も
ら
う
た
め
に
頑
張
る
❻
報
酬
志

向
で
も
、
学
習
動
機
と
し
て
有
効
な
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
最
初
の

学
習
動
機
で
あ
っ
て
も
、
学
習
の
過
程
で
成

功
体
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
習

内
容
の
面
白
さ
や
実
用
性
を
認
識
し
、「
内
容

関
与
動
機
」
に
移
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
内
容
分
離
動
機
」
を
学
習
の
入
り
口
と
し
つ

つ
、
そ
こ
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、「
内
容
関

与
動
機
」
に
つ
な
げ
る
仕
か
け
が
大
切
で
す
。

　
学
習
動
機
は
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
ま

す
。同
じ
志
向
を
持
っ
て
い
て
も
生
徒
に
よ
っ

て
強
弱
が
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
１
人
の
生
徒

の
中
に
複
数
の
志
向
が
あ
る
は
ず
で
す
。
そ

こ
で
、
６
つ
の
志
向
を
そ
れ
ぞ
れ
刺
激
す
る

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
生
徒
の
志
向
性
に

応
じ
た
活
動
に
重
点
を
置
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
図
１
に
は
６

つ
の
志
向
の
生
徒
を
伸
ば
す
ポ
イ
ン
ト
を
例

示
し
た
の
で
、
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

報
酬
が
目
あ
て
で
も

学
び
の
入
り
口
と
し
て
は
有
効

６
つ
の
志
向
の
関
連

※市川名誉教授の提供資料と取材を基に編集部で作成。

❶充実志向
学習内容が
楽しい

❷訓練志向
自分を
鍛えるため

❸実用志向
仕事や生活に
生かす

❹関係志向
他者に
つられて

❺自尊志向
プライドや
競争心

❻報酬志向
報酬を得る
褒められる

内発的

外発的

知的好奇心や理解欲
求、向上心がさらに高
まるよう、学びをアウ
トプットし、生徒自身
が理解度や到達度を
メタ認知する

その学びが何の役に
立つのかを示すととも
に、学びを活用する
場面を設ける（学んだ
英語を使って海外に
向けてウェブで情報
発信をする等）

スキルの上達に加えて、スキルが
ほかの場面でも通用するよう訓練
したり、失敗を生かしたりする

ライバルとの競争のための学びか
ら、自身を高めていくという自分
との競争になるようにする

グループワークから学
び合いにつなげて、
互いが刺激し合う関
係にする

他者から報酬を与え
られる状態から、自
分で自分に報酬を与え
られる状態を目指す

学
習
内
容
の
重
要
性

学習の功利性

大（
重
視
）

小（
軽
視
）

小（間接的） 大（直接的）

学習意欲の向上
─学びの志向を捉えて教育活動をデザインする 

特集

「学習動機の２要因モデル」　学習意欲に影響する６つの志向と、各志向の生徒を伸ばすポイント図１

各志向の生徒を
伸ばすポイント
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事
例
１
〜
３
の
各
校
の
実
践
が
、
６
つ
の

志
向
の
ど
れ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
を
見

て
い
き
ま
す
（
図
２
）。

　
事
例
１
の
宮
城
県
岩
ヶ
崎
高
校
は
、
地
元

商
店
街
と
の
連
携
や
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
支
援
に
よ
っ
て
❹
関
係
志
向
を
生
み

出
し
、
探
究
学
習
の
楽
し
さ
や
や
り
が
い
を

感
じ
、
❶
充
実
志
向
も
高
め
て
い
ま
す
。
地

域
の
依
頼
に
応
じ
た
課
題
に
取
り
組
む
こ
と

は
、
❸
実
用
志
向
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
書
式
を
利
用
し
た
活
動

記
録
は
、「
空
欄
を
埋
め
た
い
」と
い
う
欲
求

を
引
き
出
し
て
い
る
点
で
❻
報
酬
志
向
と
言

え
ま
す
。
空
欄
を
埋
め
る
た
め
の
学
習
の
過

程
で
は
、学
び
の
面
白
さ
を
知
り
、❶
充
実
志

向
へ
の
転
換
が
期
待
で
き
ま
す
。❻
報
酬
志

向
を
入
り
口
に「
内
容
関
与
動
機
」へ
と
発
展

さ
せ
る
戦
略
的
な
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

　
事
例
２
の
茨
城
県
立
並
木
中
等
教
育
学
校

が
行
う
「
課
題
探
究
」
は
、
自
分
が
心
底
追

究
し
た
い
テ
ー
マ
を
考
え
る
過
程
で
学
習
そ

の
も
の
の
面
白
さ
を
感
じ
さ
せ
る
❶
充
実
志

向
の
取
り
組
み
で
す
。
そ
し
て
、「
課
題
探
究
」

の
成
果
を
生
か
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
へ
の

参
加
は
、
自
分
の
力
を
試
す
の
で
あ
れ
ば
❺

自
尊
志
向
で
あ
り
、
結
果
は
ど
う
で
あ
れ
、

挑
戦
す
る
過
程
が
楽
し
い
の
で
あ
れ
ば
❶
充

実
志
向
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
企
業
訪
問
や

研
究
者
の
講
演
な
ど
、
本
物
に
触
れ
る
経
験

は
❸
実
用
志
向
を
喚
起
さ
せ
ま
す
。

　
教
科
学
習
や
探
究
学
習
に
お
け
る
異
学
年

合
同
の
活
動
は
、
❹
関
係
志
向
を
う
ま
く
引

き
出
し
て
い
ま
す
。
教
わ
る
側
の
下
級
生
は

も
ち
ろ
ん
、
教
え
る
側
の
上
級
生
に
と
っ
て

も
学
び
の
理
解
が
深
ま
る
の
で
、
双
方
に
と

っ
て
❶
充
実
志
向
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
れ
ら
と
同
様
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
の

が
、事
例
３
の
徳
島
県
立
小こ

松ま
つ

島し
ま

高
校
の「
生

徒
授
業
」で
す
。❹
関
係
志
向
か
ら
始
め
た
学

び
が
、
❶
充
実
志
向
に
な
っ
て
い
く
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
他
者
が
理
解
で
き
る
よ
う

に
伝
え
る
学
び
は
、
社
会
で
必
要
な
力
を
身

に
つ
け
る
❸
実
用
志
向
の
面
も
あ
り
ま
す
。

　「
学
習
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、
ク
ラ
ス
で
協
力

し
た
い
と
い
う
思
い
を
引
き
出
す
❹
関
係
志

向
の
活
動
で
、
実
際
に
貢
献
で
き
た
こ
と
に

誇
り
を
感
じ
る
❺
自
尊
志
向
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
加
え
て
、「
松
高
・
未
来
の
た
め

の
手
帳
」
で
自
分
の
成
長
や
課
題
を
メ
タ
認

知
す
る
機
会
が
日
々
あ
る
こ
と
が
、
❶
充
実

志
向
に
結
び
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　
３
校
と
も
、
６
つ
の
志
向
そ
れ
ぞ
れ
を
刺

激
し
つ
つ
、
生
徒
の
志
向
の
特
徴
に
応
じ
た

活
動
に
重
点
を
置
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

し
、
よ
り
多
く
の
生
徒
に
学
習
の
動
機
づ
け

を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

６
つ
の
志
向
を
刺
激
し
つ
つ
、

生
徒
の
気
質
に
応
じ
て
重
点
化

３
校
の
実
践
に
見
る
動
機
づ
け
の
ヒ
ン
ト

事例１　宮城県岩ヶ崎高校
（P.4─7）

事例２　茨城県立並木中等教育学校
（P.8─11）

事例３　徳島県立小松島高校
（P.12─15）

❶
充実志向

•アクションプラン（知らなかったこ
とを知る、自分で学びを深める）

•岩高探究ツアー（地域を深く知るこ
とが楽しい）

•課題探究（１年間かけて探究テーマ
を設定）

•異学年合同のゼミ活動、ＴＯ学習（他
者に教えるために自分が深く理解す
る）

•生徒授業（他者に教えるために自
分が深く理解する）

•松高・未来のための手帳（自分の
努力をメタ認知し、達成感を得る）

❷
訓練志向

•ＩＣＴを活用した活動記録（蓄積し
た記録を振り返り、成長を実感する）

•課題探究（研究に必要なデータを自
分で収集する）

•松高ルーブリック（次に目指す状
態を明確に持てる）

❸
実用志向

•Iwagasaki Jimoto大学、アクション
プラン（地域の課題や状況を知る）

•ＳＳＨ講座、ＳＳＨサイエンスカフェ
（本物の研究や実社会に触れる）

•生徒授業（他者が理解できる説明
をする）

❹
関係志向

•アクションプラン（地域課題に取り
組む）

•岩高探究ツアー（気仙沼市で同市の
中高生の語り部の話を聞く）

•地域コーディネーターの配置（地域
の役に立ちたい）

•異学年合同のゼミ活動、ＴＯ学習（後
輩に教えられるように頑張る、優れ
た研究・指導を行う上級生に憧れる）

•カッター研修（仲間と一緒だから頑
張ることができた）

•ブライトホール（仲間が頑張ってい
るから自分も頑張る）

•生徒授業（友人に教えられるよう、
頑張る）

•学習マラソン（クラスで協力した
い、仲間が頑張っているから自分
も頑張る）

❺
自尊志向

•コンテストなどへの参加（競い合っ
て自分の力を試したい）

•学習マラソン（クラスに貢献でき
たことに誇りを感じる）

❻
報酬志向

•ＩＣＴを活用した活動記録（自分の
活動を一覧化すると、未記入の項目
が気になり、埋めたくなる）

•手帳コンクール（教師に認められ
る）

３校の実践と６つの志向の関係（各校の記事で取り上げた活動を分類）図２

注）各校の活動は、複数の志向にまたがっているケースがある。　※市川名誉教授の取材を基に編集部で作成。
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３
校
の
事
例
で
は
探
究
学
習
の
実
践
が
多

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
探
究
学
習
の
意

義
が
高
校
現
場
に
浸
透
し
て
き
た
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
生
徒
の
学
習
意

欲
を
高
め
る
上
で
着
目
し
て
ほ
し
い
の
が
、

「
習
得
」と「
探
究
」の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
基
礎・

基
本
の
知
識
を
身
に
つ
け
る「
習
得
」と
、
自

分
で
設
定
し
た
テ
ー
マ
を
追
究
す
る
「
探
究
」

は
、ど
ち
ら
も
等
し
く
重
要
な
学
び
で
あ
り
、

学
習
指
導
要
領
で
は「
習
得
・
活
用
・
探
究
」

の
学
習
プ
ロ
セ
ス
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
習
得
」と「
探
究
」は
別
々
に
存
在
す
る

学
び
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
習
得
」で
身
に
つ

け
た
知
識
・
技
能
を
生
か
し
て「
探
究
」す

る
と
と
も
に
、「
探
究
」を
通
じ
て
自
分
の
足

り
な
い
知
識
・
技
能
を
自
覚
す
る
こ
と
が
、

「
習
得
」の
動
機
づ
け
に
な
る
と
い
っ
た
関
係

が
あ
り
ま
す（
図
３
）。例
え
ば
、探
究
の
成

果
を
海
外
の
高
校
生
に
発
信
す
る
活
動
を
行

い
、相
手
に
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、

英
単
語
や
文
法
な
ど
の
必
要
性
を
痛
感
し
、

英
語
の
授
業
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
よ
う
に

な
り
ま
す
。そ
の
結
果
、海
外
の
高
校
生
と
ス

ム
ー
ズ
に
や
り
取
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、授
業
へ
の
意
欲
が
さ
ら
に
高
ま
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
生
徒
は
自
分
で
学
び
を
深
め

「
習
得
」と「
探
究
」の
往
還
で
、

学
習
意
欲
を
刺
激
す
る

学
習
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
視
点

る
「
探
究
」
に
は
意
欲
的
で
も
、
知
識
・
技

能
の
「
習
得
」
へ
の
意
欲
が
乏
し
い
と
い
っ

た
課
題
を
し
ば
し
ば
耳
に
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

「
習
得
」
に
お
い
て
も
楽
し
く
学
び
、
成
長

を
実
感
で
き
る
「
教
え
て
考
え
さ
せ
る
授
業
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　
授
業
の
流
れ
は
、
■1
教
師
の
説
明
、
■2
理

解
確
認
、
■3
理
解
深
化
、
■4
自
己
評
価
と
な

り
ま
す
（
図
３
）。
そ
こ
で
重
要
な
の
は
、
■2

理
解
確
認
で
す
。
人
は
一
度
説
明
を
聞
い
た

か
ら
と
い
っ
て
、そ
の
内
容
を
き
ち
ん
と
理

解
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
■1
教
師
の
説
明

後
、理
解
し
た
内
容
を
隣
同
士
で
伝
え
合
う

な
ど
、
生
徒
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
、
学
習
内

容
の
■2
理
解
確
認
を
す
る
場
を
設
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。
そ
う
し
て
基
本
的
な
知
識
を
共

有
し
て
か
ら
、
■3
理
解
深
化
で
高
い
問
題
解

決
を
行
う
の
で
す
。
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
こ
と

を
自
分
の
言
葉
で
説
明
す
る
、
考
え
を
出
し

合
っ
て
協
働
で
問
題
を
解
決
す
る
、
自
分
の

理
解
度
を
■4
自
己
評
価
し
、
学
び
方
の
改

善
に
つ
な
げ
る
と
い
っ
た
サ
イ
ク
ル
を
「
習

得
」
の
授
業
で
行
え
ば
、
基
礎
か
ら
積
み
上

が
る
学
び
と
し
て
探
究
学
習
に
も
生
き
て
き

ま
す
。

　
探
究
学
習
が
日
常
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
今
こ
そ
、
教
科
・
科
目
間
の
つ
な
が

り
や
、「
習
得
」と「
探
究
」の
往
還
を
意
識

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
、
学
校
全
体
で
議
論

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学習意欲の向上
─学びの志向を捉えて教育活動をデザインする 

特集

※市川名誉教授の提供資料と取材を基に編集部で作成。

「習得」と「探究」のサイクルの関係図３

教えて考えさせる
「習得」の授業の進め方

■1  教師の説明
　一斉授業で教師が知識を説明する。

■2  理解確認
　教師が説明した内容について、生徒同
士で口頭で説明し合い、互いに理解で
きているかどうかを確認する。生徒は
後輩に教えるような気持ちで伝える。
教師はその様子を見て、生徒の理解が
不十分な場合、改めて説明する。

■3  理解深化
　知識を活用して解く問題を提示。生徒
は協働して取り組む。知識を理解して
いることは確認済みであるため、学習
が得意な生徒と苦手な生徒が一緒に考
えることができる。

■4  自己評価
　授業で「分かったこと」「分からなかっ
たこと」「さらに調べたいこと」など
を書く。自分の学びをメタ認知するこ
とは、次の学びへの意欲につながる。

予習 表現

復習

習得サイクル 探究サイクル

追究

■1  教師の説明
■2  理解確認
■3  理解深化
■4  自己評価

授業
課題設定
計画
実施・考察
発表・討論

疑問

定着

共有

触発
教えて考えさせる授業

基礎から積み上げる学び

基礎に降りていく学び
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